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プログラム・マネジメント支援のためのテキストからの
利害関係者の抽出と分類
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�� はじめに

近年、企業には顧客の要求の多様化などを考慮した問題解決
（製品の開発、工場建設など）が求められている。このような
問題に対しては、多視点からの評価、分析が必要であるため、
個人単独で問題解決にあたるのではなく、複数の選抜されたメ
ンバーによる問題解決を行なうことが望ましい。このような複
数のメンバーによって行なわれる問題解決業務をプロジェクト
と呼ぶ。環境の変化の早い現在、ますますプロジェクトによる
業務遂行が増えている。そこでプロジェクトを成功させ、成果
を挙げるためには、プロジェクト全体の企画・推進・管理・調
整を行う手法であるプロジェクト・マネジメントが必要になる
%小原 &'(。
さらに、最近では海外での工場建設や都市再開発事業など、

複雑かつ大規模な課題に取り組むことも多く、そういった場
合、１つの事業に対しプロジェクトがいくつも必要となる。い
くつものプロジェクトが絡み合っている事業をプログラムと
いうが、このような大規模なプログラムにおいて、個々のプロ
ジェクトのマネジメントだけでは効率良く事業が進まず、目的
を達成できない恐れがある。よって、事業を成功させるために
は、プログラム全体を見渡し、複雑なプログラムを複数のプロ
ジェクトに分解し、これらを統合的に協調させて管理すること
が必要となり、このプロジェクト管理手法をプログラム・マネ
ジメントと呼ぶ %小原 &'(。
プログラム・マネジメントを行なうためには、初期段階であ
るプログラム策定段階において、プログラムの全体像を把握
し、個々のプロジェクトにおける業務目的・任務などを明確に
する必要がある。しかし、一人の専門家が複雑かつ大規模なプ
ログラムの全体を把握することは非常に困難である。そこで新
聞記事や$��、自社のデータなどからキーワード検索などに
より、過去にプログラム事例について問題や話題となった記事
を提示できれば、プログラム事例に関する理解の手助けになる
のではと考えられる。
しかし、キーワード検索には
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� プログラムについて把握できていない状況を想定してい
るため、適切なキーワードを与えることが難しく、検索
結果を絞り込むことが困難である。

� 検索結果をテキストとしてのみ提示するため、閲覧性が
悪く、結果の確認がユーザにとって負担となる。

といった欠点が挙げられる。
そこで新聞記事などのテキストからステークホルダー（利

害関係者）とその間の関係などを自動で抽出し、図 *のよう
なステークホルダーの関係図を新聞記事とともに提示するこ
とができれば、プログラム事例の理解の手助けになるのでは
ないかと考えられる。よって本論文では、情報抽出分野の技術
%関根 &+(を利用し、ステークホルダーを自動で抽出・分類す
るシステムを提案する。

図 *) ステークホルダーの関連図

�� テキストからのステークホルダー情報の抽
出と分類

��� テキストからの情報抽出
近年、大規模文書を情報源として、必要な情報を抽出し整理す

る手法である情報抽出の研究が広く行なわれている %関根 &+(。
例えば、%小林 &0(らは、評価表現に特徴的な表現に関する情
報を用いて、$��上に存在する文書から様々な商品に関する
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評価の情報を抜き出すための方法を提案している。具体的に
は、評価表現に特徴的な表現を係り受け構造を考慮したパタン
を作成し、そのパタンに当てはまる文書から、評価表現 1例え
ば、製品とそれに対する評価2の組合わせを抽出する。これら
の手法は、全ての情報を漏れなく取り出すことができるわけで
はないが、大規模な文書の内容から役に立つ情報のみに圧縮で
きるという点で有用であると考えられる。

��� プログラム・マネジメントに役立つステークホル
ダーの抽出と分類

本研究では、先にのべたパタンを用いた情報抽出の技術を
応用し、プログラム・マネジメント支援のためのステークホ
ルダー情報の抽出を行なう。一般に、何かのプログラム 1プロ
ジェクト2に関わるステークホルダーの情報を見つけるための
パタンを作成するのは困難であるが、本研究では、次の ' つ
の場合を想定することにより、パタンの作成を行なった。

� プログラム 1プロジェクト2で利害関係者との関係が悪化
した場合には、訴訟と言う形で表面化する。

� プログラム 1プロジェクト2で利害関係者との間に協調的
な関係を築き、共同で作業を行なう場合には、プレスリ
リースと言う形で新聞報道がなされる場合がある。

この仮説に基づき、本研究では、訴訟と共同作業のプレス
リリースにまつわる新聞記事を対象として、パタンを作成し、
ステークホルダー情報の抽出を行なう方法を提案する。
また、用いたパタンの種類に応じて、ステークホルダーと

の間に協力関係があるのか、対立関係があるのかを分類する。
また、実際の新聞記事には、具体的なインスタンスとしてのス
テークホルダーが多数現れるため、ステークホルダー間の関係
が複雑なネットワークになる。これを解消するために、本研究
では、プログラムに対応するステークホルダーのカテゴリーを
設定し、具体的なインスタンスであるステークホルダーのカテ
ゴリーへの分類を行なう。
次に、ステークホルダー情報抽出システムを実現するのに

必要となる要素について考える。
プログラムと関連しない記事から情報抽出を行なっても、適
切な情報が得られないため、適切な情報抽出を行なうために
は、適切な情報検索システム 1検索部2が必要である。この記
事群に対し、パタンを用いた情報抽出を行なう抽出部が必要で
ある。さらに、抽出したステークホルダーをいくつかのグルー
プへ分類を行なう分類部を用いて、情報を整理することによ
り、ユーザにとって理解しやすいステークホルダーの関係の表
示を行なうことが可能となる。図 'に、新聞記事データベー
スからの一貫したステークホルダー情報の抽出と分類を行なう
ための、作業の流れを示す。

�� パタンを用いたステークホルダー情報の
抽出

��� パタンの作成と利用
本研究では、訴訟と協力関係のプレスリリースを対象とした

パタンの作成を行なう。具体的には、「3が 4に 5をめぐり～
を求めた訴訟」という文章からは、3というステークホルダー
と 4というステークホルダーの間に 5という事柄に関して問
題が起きたという事が読み取れる。そこで、「1主体 *2が 1主
体 '2に 1対立内容2をめぐり～を求めた訴訟」というパタンを
作ることによって、新聞記事からの情報抽出が可能となる。

図 ') ステークホルダー情報抽出の流れ

また、文字の出現順序をそのまま扱うと「1主体 '2に 1主体
*2が 1対立内容2をめぐり～を求めた訴訟」といった語順の異
なる文ごとに対応関係を記述する必要がある。また、単純に語
順で行なうと、長い文のときに「～が」に相当する語が複数出
てくる場合などがでてくるため、誤った語を抽出してしまう可
能性が高くなってしまう。よって構文解析の結果を利用する。
しかし、実際に構文解析システムとして 5������%工藤 &'(

を利用し、予備実験を行ったところ、訴訟に関するパタンにつ
いては入力文の係り受けの誤りによってほとんどのステークホ
ルダーを抽出することができなかった。理由として、訴訟の文
章は一般に長い文章が多く、誤った構文解析を行なってしまう
ことが挙げられる。予備実験を進める中で、例えば「・・・とし
て、・・・が・・・に・・・を求める訴訟で・・・」という文章が存在し
た場合、「・・・として」の部分に「～が」「～に」という言葉を
含むことは多いが、それ以降に含むことが少ない傾向があるこ
とがわかった。よって、誤抽出の可能性は増えるが、網羅的な
情報抽出という観点から、訴訟に関しては「～が」「～に」と
いう抽出する部分に関しては係り受けを考慮せず、パタン中で
最も後方のものを抽出することにした。

��� 作成したパタン
今回、日本経済新聞（'&&*年度分）を対象に図 0に示すパ

タンを作成した。訴訟に関するパタンと提携・協力に関するパ
タンを作成するために、訴訟と提携・協力に関するキーワード
で検索した新聞記事それぞれ *&& 記事程度からパタンとなる
ような文の形を探した。実際には何度も繰り返し出てくる形
や、主体の関連性が強い形などをパタンとして作成した。パタ
ン *から 6 までは「訴訟」に関するパタン、パタン .から ,

は「提携・協力」に関するパタンである。3、4にあたる部分
をステークホルダーとして抽出し、5にあたる部分をその間
の関係として抽出する。
パタン *から +は、「～に」、「～に対し」、「～を相手に」、

「～を相手取り」といった +種類の形がパタンとして考えられ
たので、それらのいずれかがあった場合に主体として抽出す
る。また、訴訟に関するパタン *～6に関しては、主体間の関
係を抽出するために、パタンにあてはまった文章の中で「～を
巡（めぐ）って」、「～を巡（めぐ）り」、「～に絡んで」、「～と
して」といった部分があった場合、その部分を抽出する。
パタン -と 7の「・・・提携・協力」の部分は「提携する」、
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パタン � 3が 4（に・に対し・を相手に・を相手取
り）・・・を求めた訴訟

パタン � 3が 4（に・に対し・を相手に・を相手取
り）・・・を求める仮処分

パタン � 3が 4（に・に対し・を相手に・を相手取
り）・・・を求める訴え

パタン � 3が 4（に・に対し・を相手に・を相手取
り）・・・を求めた住民訴訟

パタン � 3が損害賠償請求した訴訟

パタン � 3は 4と共同で～をする

パタン � 3は 4と（5で・5でも）（・・・提携・協
力）することで合意した

パタン � 3は 4と（5で・5でも）（・・・提携・協
力）（した・する）

パタン 	 3は 4と（5で・5でも）提携（すると・
したと）発表した

図 0) 利用したパタン

「協力する」という語の他に、「業務提携した」、「包括提携し
た」などといった語もあるので、そのような語もカバーできる
ように設定した。
また、ステークホルダーとなりえるものの品詞は名詞、未知

語が考えられる。それ以外にはカッコが主体の語尾になってい
ることも多い。それらを抽出するために品詞が「記号」となっ
ているものも抽出をする。また「～など」という表現も多く存
在するので、品詞が「助詞�副助詞」となっているものも抽出
することにする。

��� 抽出の単位
抽出した語はステークホルダーの関連図として表示するた

め、意味の分かる単位で抽出できていることが望まれる。ま
た、抽出した語を「企業」、「自治体」などのいくつかのグルー
プに分類するのだが、そのためにはある程度長い単位で主体を
抽出しておく必要がある。そこで主体も主体間の関係も両方
とも、基本的には初めに見つかった語から係り受けのリンクを
上に辿っていけるすべての語をつなげたものを主体として抽出
する。しかし、主体については係り受けのリンクをたどってい
る途中に、「～として」「～、」「～は」「～が」という語にたど
り着いたときは、そこで意味が切れている可能性が高いため、
そこから上には辿らないこととする。

�� プログラムの関連記事の検索

プログラムに関するステークホルダーを抽出するためには、
事前にプログラムに関する新聞記事を準備しておく必要があ
る。本システムではパタンが適用可能な文書からのみ情報抽出
が行なえるため、パタン中に存在する語のいずれかを含んだ文
書が情報抽出の対象となる文書となる。よって、このパタン中
に存在する語とプログラム事例に関するキーワードを必ず含む
新聞記事が、今回行なうステークホルダーの抽出に役立つ記事
と考え、情報検索を行なった。この情報検索には、本研究室で
開発されたブーリアン検索システムと確率型情報検索システム
を組み合わせた検索システム348�8を用いた %9���
��� &+(。

�� ステークホルダーの分類

パタンを用いた抽出によって、プログラムに関連する 'つ
の主体と、その間の関係が抽出できていることになるが、この
ままではステークホルダーの組がばらばらにたくさん収集でき
ただけで、ステークホルダーの関連図にはなっていない。そこ
で、抽出したステークホルダーをいくつかのグループに分類を
する必要がある。

��� 分類方法
本研究では、固有表現抽出 :;��%渡辺 &+(を参考にしたス

テークホルダーの分類を行なった。具体的には、設定した分類
辞書の語が抽出した語の語尾にあるかどうかでグループ分けを
する。例えば、もし建設会社のグループの分類辞書に「建設」
という語があり、「大手建設会社の○○建設」といった語が抽
出されたとする。この場合、抽出したステークホルダーの語尾
に建設会社の分類辞書に存在する「建設」という語が含まれて
いるので、建設会社のグループに分類する。
また、抽出した語の語尾が「～など」「カッコ」「～ら」で終

わっていることも多いので、「辞書に設定した語＋（など・（）、
ら）」という形でもそれぞれのグループに分類を行う。
また、今回は建設に関するプログラムを対象としているの

で、建設会社のグループはもれなく分類を行ないたい。そこ
で、建設会社のグループについては、語尾が「・・・1など・社）」
となっているステークホルダーでさらにその中に「建設」「ゼ
ネコン」といった語を含む場合も建設会社のグループに分類
する。

��� 作成した分類辞書
今回は図 +に示す「建設会社」、「企業」、「自治体」、「団体」、

「住民」、「個人」という .つのグループに対して分類辞書を作
成した。

建設会社 建設、建設会社、建、建物、建設工業

企業 社、会社、地所、銀行、経営者、証券、工業、
商事、不動産、セメント、不動産業者など 0,語

自治体 都、道、府、県、市、区、町など **語

団体 組合、団体、会、連合

住民 住民、世帯、住民側

個人 人、男性、女性

図 +) グループごとの分類辞書

�� 実験

作成したシステムの有効性を検証するための評価実験を行
なった。図 'に示した情報抽出の流れを踏まえた上で、各段階
での評価を行なう。

��� 実験方法
実験は「マンション建設」というプログラムを想定し、日本

経済新聞（'&&' 年）を対象に行なった。まず本システムの検
索部においてプログラムに関するキーワードである「マンショ
ン」、「建設」という語の両方を必ず含み、かつパタン中の語
である「共同」、「協力」、「提携」、「訴訟」、「訴え」、「仮処分」
の中のどれかを含むという条件で検索を行なう。また、前述し
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た ,つのパタンと分類辞書を用いてそれぞれ抽出・分類を行
なう。

��� 実験結果
表 *は検索性能に関する実験結果である。検索部のみでの

出力は ,& 記事見つかった。この ,& 記事に対して抽出部によ
り情報抽出を行なった結果、*6記事から情報の抽出が行なわ
れた。

表 *) 実験結果
　

検索部のみ 検索部＋抽出部
適合記事数 +0 **

不適合記事数 +- +

合計記事数 ,& *6

まず検索部のみでの出力についての精度は +-�7<（+0=,&）
となった。次に抽出部を組み合わせた出力についての精度は
-0�0<（**=*6）となった。'つを比較すると抽出部を組み合
わせる方が検索部のみでの出力結果より、精度に関しては良い
結果が得られたことがわかる。また抽出部での出力について
再現率は、'6�.<1**=+02となり、あまりいい結果は得られな
かった。

��� 考察
実験において抽出部を組み合わせることによって、検索精度

は向上した。よって、今回作成したパタンが適切なステークホ
ルダーを抽出することができる良いパタンであるということが
言える。しかし、検索部で検索した適合記事のうち '6<程度
しか抽出部において出力することができなかった。これは今回
作成したパタンの数では不足していることが考えられる。より
多くの適合記事を抽出するためにはさらにパタンを追加する必
要があるが、取りこぼした記事の中にパタンとして作成できそ
うなものも存在した。例えば、「～は～に対し～を求める」と
いった形や、「～は～と組んで」、「～は～に対して～を要請し
た」といった形は、主体間の関係が強く、また他の記事におい
ても出現するのではないかと推測できる。
次に、不適合文書に関する考察を行なう。不適合記事を抽出

してしまった原因の１つに、主体の抽出に関しては上手くいっ
ているが、検索部においてマンション建設に関係の無い記事を
検索してしまっているものがある。これに関しては抽出・分類
部で対応することは難しく、検索システムの性能向上や検索式
の工夫など検索部に頼るしかないと考えられる。
もう *つはステークホルダーとしてふさわしくない語を抽

出してしまうことによって誤った記事を出力してしまったもの
である。本来、パタンとしてあてはまるべきではない文章にあ
てはまってしまい、例えば「販売」という語や、「同システム」
という語を抽出してしまい、不適合記事を出力してしまった。
これに関しては両方ともパタン .によって抽出してしまった
ものであるため、パタンとして適切であるかどうかを考える必
要がある。

��� 抽出・分類の考察
次に抽出・分類における性能について考察する。まず、抽出

についてはステークホルダーの抽出精度は 77�'<10&=0+2、関
係については --�7<1-=,2となり、良い精度を示した。分類に
ついても抽出された語 0+ 語のうち、'. 語 1-.�6<2に対し正

しい分類をすることができた。しかし誤分類や分類されなかっ
た語もあるため、分類辞書の修正も必要である。

�� まとめ

本研究においてプログラムマネジメント支援を目的としたテ
キストからのステークホルダーの抽出・分類手法を提案した。
実験において、検索性能や抽出・分類の精度に関してよい結果
を示すことができた。またプログラム事例の理解に役立ちそう
な記事やステークホルダーを出力できたのではないかと考えら
れる。しかし、検索・抽出・分類において漏れ・誤りも多く見
られる。
今後は、様々なテキストに対し実験を行ない、パタンの追

加・修正、あるいは分類辞書の修正をすることにより、さらに
性能を向上させることが必要であると考える。
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